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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データをスクロール可能に表示するデータ表示領域と、前記データの索引が表示された
索引領域とを備えた索引検索画面をタッチパネルに表示し、前記索引領域で選択された索
引に対応する前記データを前記データ表示領域に表示させる情報処理装置であって、
　前記タッチパネル上の操作が横スクロールを指示する場合、前記索引領域の配置を操作
位置から遠い下端部側もしくは上端部側に変更させ、前記タッチパネル上の操作が縦スク
ロールを指示する場合、前記索引領域の配置を操作位置から遠い右端部側もしくは左端部
側に変更させることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　データをスクロール可能に表示するデータ表示領域と、前記データの索引が表示された
索引領域とを備えた索引検索画面をタッチパネルに表示し、前記索引領域で選択された索
引に対応する前記データを前記データ表示領域に表示させる情報処理装置であって、
　前記タッチパネル上の操作が横スクロールを指示する場合、前記索引領域の配置を下端
部側もしくは上端部側に変更させ、前記タッチパネル上の操作が縦スクロールを指示する
場合、前記索引領域の配置を右端部側もしくは左端部側に変更させ、通常のスライド操作
では前記索引領域の配置を変更することなく、マルチタッチスライド操作もしくはフリッ
ク操作によって前記索引領域の配置を変更させることを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】
　前記タッチパネル上の操作が斜めスクロールを指示する場合、斜めスクロールが閾角度
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よりも縦方向である場合に前記索引領域の配置を左端部側もしくは右端部側に変更させ、
斜めスクロールが閾角度よりも横方向である場合に前記索引領域の配置を下端部側もしく
は上端部側に変更させることを特徴とする請求項１又は２記載の情報処理装置。
【請求項４】
　タッチパネルを備えた情報処理装置において、データをスクロール可能に表示するデー
タ表示領域と、前記データの索引が表示された索引領域とを備えた索引検索画面を前記タ
ッチパネルに表示し、前記索引領域で選択された索引に対応する前記データを前記データ
表示領域に表示するデータ表示方法であって、
　前記タッチパネル上の操作が横スクロールを指示する場合、前記索引領域の配置を操作
位置から遠い下端部側もしくは上端部側に変更し、前記タッチパネル上の操作が縦スクロ
ールを指示する場合、前記索引領域の配置を操作位置から遠い右端部側もしくは左端部側
に変更することを特徴とするデータ表示方法。
【請求項５】
　タッチパネルを備えた情報処理装置において、データをスクロール可能に表示するデー
タ表示領域と、前記データの索引が表示された索引領域とを備えた索引検索画面を前記タ
ッチパネルに表示し、前記索引領域で選択された索引に対応する前記データを前記データ
表示領域に表示するデータ表示方法であって、
　前記タッチパネル上の操作が横スクロールを指示する場合、前記索引領域の配置を下端
部側もしくは上端部側に変更し、前記タッチパネル上の操作が縦スクロールを指示する場
合、前記索引領域の配置を右端部側もしくは左端部側に変更し、通常のスライド操作では
前記索引領域の配置を変更することなく、マルチタッチスライド操作もしくはフリック操
作によって前記索引領域の配置を変更することを特徴とするデータ表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電話帳等のデータベースに登録されているデータをタッチパネルに一覧表示
する情報処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、通信機能を備えたスマートフォン等の情報処理装置では、データベースとして電
話帳が備えられているものが多い。電話帳には、数千件の宛先を保存することができるも
のもある。このように多数の宛先を登録可能な電話帳では、目的の宛先を素早く探し出す
ためのツールとして索引検索が用いられている（例えば、特許文献１参照）。索引検索で
は、平仮名やアルファベット等の文字を索引として表示する索引領域を設け、索引領域で
選択された文字が頭文字になっている宛先を検索し、宛先表示領域に一覧表示する。なお
、索引領域は、宛先表示領域における宛先の表示件数を増やすため、一般的に画面の左側
もしくは右側のいずれかに配置される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－８８８３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、一件の宛先は、名前、携帯電話番号、自宅電話番号、携帯メールアドレ
ス、自宅メールアドレス、自宅住所等が関連付けられて構成されている。従って、宛先の
詳細情報は、宛先表示領域の一覧表示を横方向にスクロールして確認することになるが、
索引領域によってスクロール方向の表示スペースが制限されてしまうという問題点があっ
た。
【０００５】
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　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、索引領域
を用いた索引検索時において、索引領域によってスクロール方向の表示スペースが制限さ
れること防止できる情報処理装置及びデータ表示方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　このような課題を解決するために、本発明の情報処理装置は、データをスクロール可能
に表示するデータ表示領域と、前記データの索引が表示された索引領域とを備えた索引検
索画面をタッチパネルに表示し、前記索引領域で選択された索引に対応する前記データを
前記データ表示領域に表示させる情報処理装置であって、前記タッチパネル上の操作が横
スクロールを指示する場合、前記索引領域の配置を操作位置から遠い下端部側もしくは上
端部側に変更させ、前記タッチパネル上の操作が縦スクロールを指示する場合、前記索引
領域の配置を操作位置から遠い右端部側もしくは左端部側に変更させることを特徴とする
。
　また、本発明の情報処理装置は、データをスクロール可能に表示するデータ表示領域と
、前記データの索引が表示された索引領域とを備えた索引検索画面をタッチパネルに表示
し、前記索引領域で選択された索引に対応する前記データを前記データ表示領域に表示さ
せる情報処理装置であって、前記タッチパネル上の操作が横スクロールを指示する場合、
前記索引領域の配置を下端部側もしくは上端部側に変更させ、前記タッチパネル上の操作
が縦スクロールを指示する場合、前記索引領域の配置を右端部側もしくは左端部側に変更
させ、通常のスライド操作では前記索引領域の配置を変更することなく、マルチタッチス
ライド操作もしくはフリック操作によって前記索引領域の配置を変更させることを特徴と
する。
　また、本発明のデータ表示方法は、タッチパネルを備えた情報処理装置において、デー
タをスクロール可能に表示するデータ表示領域と、前記データの索引が表示された索引領
域とを備えた索引検索画面を前記タッチパネルに表示し、前記索引領域で選択された索引
に対応する前記データを前記データ表示領域に表示するデータ表示方法であって、
　前記タッチパネル上の操作が横スクロールを指示する場合、前記索引領域の配置を操作
位置から遠い下端部側もしくは上端部側に変更し、前記タッチパネル上の操作が縦スクロ
ールを指示する場合、前記索引領域の配置を操作位置から遠い右端部側もしくは左端部側
に変更することを特徴とする。
　また、本発明のデータ表示方法は、タッチパネルを備えた情報処理装置において、デー
タをスクロール可能に表示するデータ表示領域と、前記データの索引が表示された索引領
域とを備えた索引検索画面を前記タッチパネルに表示し、前記索引領域で選択された索引
に対応する前記データを前記データ表示領域に表示するデータ表示方法であって、
　前記タッチパネル上の操作が横スクロールを指示する場合、前記索引領域の配置を下端
部側もしくは上端部側に変更し、前記タッチパネル上の操作が縦スクロールを指示する場
合、前記索引領域の配置を右端部側もしくは左端部側に変更し、通常のスライド操作では
前記索引領域の配置を変更することなく、マルチタッチスライド操作もしくはフリック操
作によって前記索引領域の配置を変更することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、索引領域を用いた索引検索時において、索引領域によってスクロール
方向の表示スペースが制限されること防止でき、広範囲でデータを確認することができる
という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明に係る情報処理装置の実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示すタッチパネルに表示される索引検索画面例を示す図である。
【図３】図２に示す索引検索画面における索引領域の配置変更動作を説明するフローチャ
ートである。
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【図４Ａ】図２に示す索引検索画面における索引領域の配置変更動作を説明する説明図で
ある。
【図４Ｂ】図２に示す索引検索画面における索引領域の配置変更動作を説明する説明図で
ある。
【図４Ｃ】図２に示す索引検索画面における索引領域の配置変更動作を説明する説明図で
ある。
【図４Ｄ】図２に示す索引検索画面における索引領域の配置変更動作を説明する説明図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　次に、本発明の実施の形態を、図面を参照して具体的に説明する。なお、各図において
、同一の構成には、同一の符号を付して一部説明を省略している。
【００１０】
　本実施の形態の情報処理装置１は、スマートフォン、タブレットデバイス等の携帯端末
装置であり、図１に示すように、タッチパネル２と、制御部３と、記憶部４とを備えてい
る。
【００１１】
　タッチパネル２は、表示部２１と、タッチセンサー２２とからなる。
【００１２】
　表示部２１は、ユーザーからの各種入力を受け付ける入力画面を表示する。表示部２１
としては、液晶ディスプレイ、有機ＥＬディスプレイ、プラズマディスプレイ、電子ペー
パー等を用いることができる。
【００１３】
　タッチセンサー２２は、透明なシート状に形成され、表示部２１の上面に配置されてい
る。タッチセンサー２２は、ユーザーが指で触れた表示部２１上の位置を検出して、位置
に応じた座標を制御部３に出力する位置情報処理装置である。タッチセンサー２２として
は、静電容量式、超音波式、感圧式、抵抗膜式、光検知式等のタッチセンサーを用いるこ
とができる。
【００１４】
　記憶部４は、フラッシュメモリー等の不揮発性メモリーである。記憶部４には、データ
ベースである電話帳４１が記憶されている。電話帳４１は、複数の宛先が登録可能であり
、１件の宛先は、名前、携帯電話番号、自宅電話番号、携帯メールアドレス、自宅メール
アドレス、自宅住所等が関連付けされた構成されている。
【００１５】
　制御部３は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only Memory）、Ｒ
ＡＭ（Random Access Memory）等を備えたマイクロコンピューター等の情報処理部である
。ＲＯＭには情報処理装置１の動作制御を行うための制御プログラムが記憶されている。
制御部６は、ＲＯＭに記憶されている制御プログラムを読み出し、制御プログラムをＲＡ
Ｍに展開させて実行することで、入力受付部３１、索引検索制御部３２として機能する。
【００１６】
　入力受付部３１は、表示部２１への指の接触を、タッチセンサー３２によって検出し、
対応する操作を受け付ける。
【００１７】
　索引検索制御部３２は、記憶部４に記憶されている電話帳４１の索引検索が指示される
と、図２に示すような索引検索画面５を表示部２１に表示させる。
【００１８】
　索引検索画面５は、平仮名やアルファベット等の文字を索引として表示する索引領域５
１と、索引領域で選択された文字が頭文字になっている宛先が一覧表示されるデータ表示
領域５２とからなる。本実施形態において、索引領域５１は、初期位置として索引検索画
面５の左端部側に配置されている。
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【００１９】
　次に、索引検索画面５における索引領域５１の配置変更動作について図３乃至図４Ｄを
参照して詳細に説明する。
【００２０】
　図３を参照すると、入力受付部３１によって索引検索の指示が受け付けられると、索引
検索制御部３２は、索引検索画面５を表示部２１に表示させる（ステップＳ１）。なお、
索引検索画面５のデータ表示領域５２に表示された宛先の一覧は、索引検索画面５上での
スライド操作によって上下左右にスクロールされる。以下、スライド操作に伴うスクロー
ルの説明は省略する。
【００２１】
　本実施形態では、索引領域５１は、初期位置として索引検索画面５の左端部側に配置さ
れている。入力受付部３１は、索引検索画面５上でのスライド操作を監視する（ステップ
Ｓ２）。入力受付部３１は、ステップＳ２でスライド操作を検出すると、スライド操作に
よって指示されたスクロール方向が縦（上下）方向であるか、横（左右）方向であるかを
判断する（ステップＳ３）。
【００２２】
　ステップＳ３でスクロール方向が縦方向の場合、入力受付部３１は、ステップＳ２に戻
って次のスライド操作を監視する。
【００２３】
　ステップＳ３でスクロール方向が横方向の場合、索引検索制御部３２は、入力受付部３
１よって受け付けたスライド操作の始点が索引検索画面５の上側であるか、下側であるか
を判断する（ステップＳ４）。
【００２４】
　図４Ａに示すように、ステップＳ４でスライド操作の始点が上側である場合、索引検索
制御部３２は、索引検索画面５における索引領域５１の配置を下端部側に変更する（ステ
ップＳ５）。
【００２５】
　図４Ｂに示すように、ステップＳ４でスライド操作の始点が下側である場合、索引検索
制御部３２は、索引検索画面５における索引領域５１の配置を上端部側に変更する（ステ
ップＳ６）。
【００２６】
　索引領域５１の配置を下端部側もしくは上端部側に変更することで、データ表示領域５
２の横スクロール方向の表示スペースが長くなり、宛先の詳細情報を確認しやすくなる。
また、ユーザーは、確認したい宛先の近傍でスライド操作を行うことが多い。従って、本
実施の形態では、スライド操作の始点から遠い下端部側もしくは上端部側に索引領域５１
の配置を変更する。これにより、ユーザーが確認したい宛先が索引領域５１の配置変更に
よって遮られることを防止している。
【００２７】
　索引領域５１が下端部側もしくは上端部側に変更された状態で、入力受付部３１は、索
引検索画面５上でのスライド操作を監視する（ステップＳ７）。入力受付部３１は、ステ
ップＳ１でスライド操作を検出すると、スライド操作によって指示されたスクロール方向
が縦（上下）方向であるか、横（左右）方向であるかを判断する（ステップＳ８）。
【００２８】
　ステップＳ８でスクロール方向が横方向の場合、入力受付部３１は、ステップＳ７に戻
って次のスライド操作を監視する。
【００２９】
　ステップＳ８でスクロール方向が縦方向の場合、索引検索制御部３２は、入力受付部３
１よって受け付けたスライド操作の始点が索引検索画面５の左側であるか、右側であるか
を判断する（ステップＳ９）。
【００３０】
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　図４Ｃに示すように、ステップＳ９でスライド操作の始点が左側である場合、索引検索
制御部３２は、索引検索画面５における索引領域５１の配置を右端部側に変更し（ステッ
プＳ１０）、ステップＳ２に戻る。
【００３１】
　図４Ｄに示すように、ステップＳ９でスライド操作の始点が右側である場合、索引検索
制御部３２は、索引検索画面５における索引領域５１の配置を左端部側に変更し（ステッ
プＳ１１）、ステップＳ２に戻る。
【００３２】
　索引領域５１の配置を下端部側もしくは上端部側に変更することで、データ表示領域５
２の縦スクロール方向の表示スペースが長くなり、宛先を検索しやすくなる。また、ユー
ザーは、確認したい宛先の近傍でスライド操作を行うことが多い。従って、本実施の形態
では、スライド操作の始点から遠い右端部側もしくは左端部側に索引領域５１の配置を変
更する。これにより、ユーザーが確認したい宛先が索引領域５１の配置変更によって遮ら
れることを防止している。
【００３３】
　なお、本実施の形態における索引領域５１の配置変更動作は、実行するか否かをモード
によって設定可能に構成しても良い。また、配置変更動作を実行しないモードに設定され
ている場合でも、２点等のマルチタッチでのスライド操作や、フリック操作によって配置
変更動作を実行させるようにしても良い。
【００３４】
　また、本実施の形態では、索引検索画面５のデータ表示領域５２に表示された宛先の一
覧を上下左右にスクロール可能に構成したが、斜めスクロールが可能な場合でも、索引領
域５１の配置変更動作を実行するようにしても良い。この場合、スライド操作、すなわち
斜めスクロールの閾角度を設定しておき、斜めスクロールが閾角度よりも縦方向である場
合に索引領域５１の配置を左端部側もしくは右端部側に変更し、斜めスクロールが閾角度
よりも横方向である場合に索引領域５１の配置を下端部側もしくは上端部側に変更すると
良い。
【００３５】
　さらに、索引検索画面５に表示するデータベースは電話帳４１に限定されるものではな
い。例えば、データ表示領域５２に表示するデータを地図データとし、索引領域５１には
、地図上の地点を索引として表示させるようにしても良い。この場合、Ｗｅｂページやカ
ーナビ等でも応用可能であり、索引領域５１で選択された地点を中心とする地図データを
データ表示領域５２に表示させる。
【００３６】
　以上説明したように、データをスクロール可能に表示するデータ表示領域５２と、前記
データの索引が表示された索引領域５１とを備えた索引検索画面５をタッチパネル２に表
示し、索引領域５１で選択された索引に対応するデータをデータ表示領域５２に表示させ
る情報処理装置１であって、タッチパネル２上の操作が横スクロールを指示する場合、索
引領域５１の配置を下端部側もしくは上端部側に変更させ、タッチパネル２上の操作が縦
スクロールを指示する場合、索引領域５１の配置を右端部側もしくは左端部側に変更させ
る。
　この構成により、索引領域５１を用いた索引検索時において、索引領域５１によってス
クロール方向の表示スペースが制限されること防止でき、広範囲でデータを確認すること
ができる。
【００３７】
　さらに、本実施の形態によれば、タッチパネル２上の操作が横スクロールを指示する場
合、操作位置から遠い下端部側もしくは上端部側に索引領域５１の配置を変更させ、タッ
チパネル２上の操作が縦スクロールを指示する場合、操作位置から遠い右端部側もしくは
左端部側に索引領域５１の配置を変更させる。
　この構成により、ユーザーが確認したい宛先が索引領域５１の配置変更によって遮られ



(7) JP 6725073 B2 2020.7.15

10

ることを防止できる。
【００３８】
　さらに、本実施の形態によれば、タッチパネル２上の操作が斜めスクロールを指示する
場合、斜めスクロールが閾角度よりも縦方向である場合に索引領域５１の配置を左端部側
もしくは右端部側に変更させ、斜めスクロールが閾角度よりも横方向である場合に索引領
域５１の配置を下端部側もしくは上端部側に変更させる。
　この構成により、データ表示領域５２に表示するデータを地図データとすることができ
、Ｗｅｂページやカーナビ等でも応用可能になる。
【００３９】
　さらに、本実施の形態によれば、通常のスライド操作では索引領域５１の配置を変更す
ることなく、マルチタッチスライド操作もしくはフリック操作によって索引領域５１の配
置を変更させる。
　この構成により、操作の種類によって、配置変更動作を実行するか否かを選択すること
ができる。
【００４０】
　なお、本発明が上記各実施の形態に限定されず、本発明の技術思想の範囲内において、
各実施の形態は適宜変更され得ることは明らかである。

【図１】 【図２】
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【図４Ｂ】 【図４Ｃ】
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